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ウ と生 きる、ウが活 きる 中国の鵜飼い漁撈民

日本学術振興会特別研究員(東京大学 ・人類生態学教室)卯 田宗平

　 「鵜呑 み しろ」 と漁 師 に怒 られ る もの

が い る。

　 ウ本 人(鳥)で あ る。 ウは、 水 中で

魚 を見 つ け る と嘴 を使 って魚 をは さみ 、

水 上 に浮 び上 が る。 そ して、 くわ えた

魚 を嘴 で回 転 させ、 頭 か ら丸 呑 み す る。 その 際、 ウが 魚 を く

わ え続 け る と魚 の表 面 に傷が つ く。

　 日本 で は、 ウの嘴 に よって 傷 のつ い た アユ を 「歯形 の アユ」

や 「ウ アユ 」 と呼 び、 高 価 な もの とされ て い る。 一 方 、 中 国

で は、傷 のつ い た コイや フナ 、ナ マズ に価値 が あ る どころか 「傷

が あ るか ら安 くしろ」 と農 民 に 言 わ れ る始 末 で あ る。 その た

め 漁師 は、せ っせ と魚 を獲 るウ に対 し、 魚 を す ぐに呑 み 込 む

よ うに指 示 す るので あ る。

　 ウを使 って 魚 を獲 る行 為 は、 日本 と中国 、 そ して ヨー ロ ッ

パ で行 なわ れ て い る。 日本 の鵜 飼 い は、現 在 で は お もに観 光

を 目的 に行 わ れ て お り、 ヨー ロ ッパ の それ は鷹 狩 り と同様 に

一種 の スポ ー ツ と して認識 され て い る
。一 方 、中 国 の鵜飼 いは、

ほ とん どが 生 業 と して 続 け られ て い る。 その 漁 法 は、 個 人 漁

や集 団漁(写 真1)で あっ た り、竹船 や 双胴 船(写 真2)を 利 用

した り、 刺 し網 を併用 した り と地 域 に よっ て相違 が み られ る。

　 中 国 の鵜 飼 い は さ ま ざ まで あ るが、 各 地 で共 通 して い る点

もあ る。 そ れ は、 どの 漁 師 もウ を よ く観 察 し、 根 気 よ く愛1青

を もって 飼 い馴 ら して い る こ とで あ る。 た とえ ば 中国 江 西 省

ポ ー ヤ ン湖 の 漁携 民 は、朝 起 き る とまず ウ に水 を与 え、 体 調

が悪いウを漁に出さず、操業中に調子

が出ないウを船に戻したりもする。ま

た漁師たちは、若いウを飼い馴 らす

ために、操業中にあちこち逃げる若い

ウを追いかけ捕まえる作業を約3ヶ 月

間、何度も繰 り返す。

　 こうした漁師たちが今、口癖のよう

にいう言葉がある。それは、「ウがよ

く病気にかかるようになった」である。

主な原因は、水質の変化であるという。

ウは、魚食性の水鳥であり、食物連鎖

の上位に位置する。それゆえウは、特

定の物質が蓄積し、その濃度が増す生

物濃縮の危険に見舞われる可能性も高

い。つまり、魚を鵜呑みするウは、水

質変化の影響を強く受けるのである。

　高度経済成長期、日本では残留毒性

の強い農薬が使用 され、それに呼応

するかのようにコウノトリや トキを失

写 真1:集 団 漁 で は、15～

20人 の 漁 師 が 漁 を お こ な う

(中 国江 西省)

写真2:持 ち運 びに便 利な双

胴船。バ イクな どに乗せて移

動する(中国湖北省)

い、 カ ワ ウの 営 巣 数 も減 少 した。 一 方 、 中 国 で は、 現 在 、 い た

る とこ ろで 水環 境 問題 が顕 在 化 して い る。 ウ の体 調 を気 にす る

漁 師 の 言 葉 もあ ち こち で 聞 く。 こ う した 中 国 で今 、 水 鳥 にや さ

しい 環 境 を い ち ば ん願 っ て い る の は、 ウ と生 きる漁 師 なの か も

しれ ない。 なぜ な ら、 その環 境 で ウが活 き るか らで あ る。


